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賀茂真淵記念館に寄託しております。
℡053-456-8050
上演時間 15 分～ 20 分
①紙芝居をお貸しします。
②記念館学芸職員の出前講座します（１時
間程度）。ご相談下さい。

賀茂真淵は明和６年(1769)10月30日
73歳で亡くなりました

賀茂真淵翁遺徳顕彰会　浜松信用金庫　東伊場支店 ( 普通 )　口座番号２０８１０６６
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◎当日、縣居神社では、関係者列席例大祭が斎行され
ました。
◎地元の伊場文化財愛護の会は、賀茂真淵生誕地で第
35 回真渕祭を行ないました。祭式後、県居小学校５年
生の真淵の歌「あがたゐの茅生の露原かきわけて…」
等の朗誦、器楽演奏で真淵翁を偲びました。
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縁起ものセンリョウ

養生費として２～３本包み 200 円をお願い
します。
腐葉土もあります。ご利用下さい。

神社社務所前にてお頒けします。
22 日 ( 木 ) ～ 26 日 ( 月 )

10 時～ (１時間程度 )

縣居神社 賀茂真淵記念館

二紀会静岡県支部長　池谷雅之作
紙芝居「賀茂真淵物語」
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遺徳顕彰会会員を募集しております遺徳顕彰会会員を募集しております

個人：―口 2 千円、法人：―口 1 万円年会費

振込先
※詳しくはホームページをご覧ください。

|  お知らせ ｜ 賀茂真淵翁遺徳顕彰会ホームページを開設いたしました。 　http://kamonomabuchi.com


